
大方支所管内より

　大月町芳ノ沢にあるブドウ農園。今年は８月初旬から
９月25日まで楽しめました。16棟のブドウハウスで「ピ
オーネ」や「シャインマスカット」、「土佐太郎」など
シーズン中は18種類を栽培していて、時期に応じて２、
３種類ずつブドウ狩りを楽しむことができました。入場
は無料で時間制限がなく、収穫した分の量り売りです。
　昨年８月にオープンした「Café ブドウの木」は敷地
内にあり、シーズン中に自家製ブドウジュースやブドウ
のロールケーキなどのスイーツを味わうことができまし
た。みんなが「甘っ ！  おいしいっ ！ 」とびっくり。自然
に囲まれた農園で心も癒され、驚きの甘さで大きなブド
ウ。来シーズンも楽しみですね♪

　９月15日に西土佐支所で開催されたカボチャ
の大きさを競う「がいにビックリたまげた大会」
に参加しました。大会の日、会場には行くことが
できませんでしたが、カボチャは参加。昨年に
引き続き２回目の挑戦です。３本の苗を植え付
けし、３年生と４年生が草引きなどをしてきまし
た。見事、特別賞を受賞 ！  おめでとうございま
す。来年もビックリ大賞を狙ってぜひ頑張ってく
ださいね ！

　宿毛市山奈町の大原千寿さん家族と暮らして
います。初めて有精卵から孵化器を使って21日
間で孵化させました。生まれてから約３年になり
ます。３羽とも砂遊びが大好き。トリのエサの他
白菜も食べます。大原さんに性格を聞くと、「３
羽ともエライッ。中でもピーちゃんが１番強いで
す。でも、畑から戻る時はちゃんと後ろからつい
て来る」と目を細めます。卵は６日間産んで10
日間休むというリズム。おいしいと好評です。
　この日は、（なんか知らない人来た）と警戒し
かしこい３羽。夕方になり自ら小屋に戻りました。
これからも大原家のアイドルとしてみんなを癒し
てね♪

　毎週火曜日に地区集会所に集まって介護予防の
体操や、脳トレをしています。
　この日は12人が集まり、同市地域包括支援セン
ターを招いて「聞こえと認知症について」のテーマ
で講演を聴きました。その後は、いつものフレイル
予防 ！  座ったままで両足や両手を動かす体操をし、
「こうぐり」のクロスワードを皆で考えて答えを出し
ました。それから輪投げ大会参加に向け輪投げの
練習。学び合いおしゃべりして笑い合い、体も動
かし楽しいひと時を過ごしました。
　みなさんが「毎週火曜日が楽しみ。台風などで
休みになった時はとても残念だった」と話していまし
た。みなさんにとってとても大切な場所ですね。

宿毛支所管内より

のびのびすくすく成長
烏骨鶏のゴエモンちゃん（黒色２羽）
ピーちゃん（白色）

毎週火曜日が楽しみ ！
四万十市口鴨川地区のみなさん

大月支所管
内より

理科の勉強にもなる ！
黒潮町立上川口小学校

極上のブドウを堪能しました
観光農園（株）わっはっは
（右から）岸本 佳子さん（45歳）
　　　    浦田 知江さん（45歳）
　　　    秋田 恭子さん（45歳）
　　　    従業員の中平さん

中村支所
管内より

きし もと　よし　こ

なか ひら

うら　た　 ち　 え

あき　た　きょう　こ
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地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

厳かな雰囲気の中で祈る
大方支所園芸部

大方支所

宿毛支所

幡多地区 青壮年部・女性部・ＪＡ
３者で意見交換会

　

３
者
に
よ
る
意
見
交
換
会
が
９
月
30
日
、
地
区
本
部
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
各
支
部
長
や
Ｊ
Ａ
役
員
な
ど
25
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
各
支
部
の
意
見
や
要
望
を
吸
い
上
げ
Ｊ
Ａ
に
対
す
る

生
の
声
を
発
信
し
共
に
向
上
を
図
る
よ
う
毎
年
開
催
す
る
貴
重
な

会
。
青
壮
年
部
は
レ
ン
タ
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
の
入
札
、
営
農
指
導
体

制
、
情
報
開
示
、
農
産
物
の
適
正
価
格
へ
の
Ｊ
Ａ
の
取
り
組
み
姿

勢
、
支
所
再
編
後
の
要
望
な
ど
意
見
を
出
し
ま
し
た
。
女
性
部
か

ら
は
、
活
動
で
き
る
場
で
あ
る
農
業
祭
や
産
業
祭
の
開
催
、
参
加

を
願
う
声
な
ど
が
出
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
や
質
問
に
対
し
説
明
し
、
問
題
の
解

消
へ
向
け
取
り
組
む
よ
う
回
答
。
長
尾
理
夫
総
務
・
経
済
常
務
は

「
支
所
再
編
や
資
材
等
の
高
騰
に
お
け
る
対
応
な
ど
こ
れ
ま
で
地

区
で
討
議
を
重
ね
て
き
た
。
部
員
の
切
実
な
意
見
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
両
者
の
関
係
強
化
を
目
指
し
一
層
働
き
か
け
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

大
月
支
所
施
設
部
会
は
９
月
21
日
、
台
風
14
号
の

暴
風
で
被
害
を
受
け
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
復
旧
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
部
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
部
員
の
ハ
ウ
ス
が

自
然
災
害
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
際
に
は
集
ま
り
協

力
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
も
台
風
が
通
過
し
た
翌
日

に
は
各
品
目
の
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
が
ハ
ウ
ス
を
巡
回
。

部
員
ら
が
す
ぐ
に
連
絡
を
取
り
合
い
16
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。
部
員
ら
は
「
み
ん
な
で
や
る
と
作
業
も
早

い
」
と
手
際
よ
く
ハ
ウ
ス
を
修
繕
し
ま
し
た
。

　

作
付
面
積
15
ア
ー
ル
の
ハ
ウ
ス
で
ナ
ス
を
栽
培
し

て
い
る
谷
啓
之
さ
ん
は
、
ハ
ウ
ス
の
天
井
部
や
側
面

の
ビ
ニ
ー
ル
が
剥
が
れ
る
な
ど
の
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
谷
さ
ん
は
「
皆
で
手
伝
っ
て
く
れ
て
助
か
り
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
」
と
部
員
に
感
謝
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
高
知
県
幡
多
地
区
と
宿
毛
市
が
連
携
し
、
平

成
31
年
５
月
に
設
立
し
た
農
業
公
社
の
ス
タ
ー
ト

ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
す
く
も
に
９
月
30
日
、
高
知
放

送
が
取
材
に
来
ま
し
た
。
番
組
の
テ
ー
マ
は
県
の
産

業
振
興
計
画
の
取
り
組
み
を
Ｐ
Ｒ
す
る
も
の
で
、
市

農
業
の
振
興
と
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
担
い
手
の

育
成
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

同
公
社
で
は
４
人
の
研
修
生
が
お
り
、
そ
の
内
の

３
人
が
20
ア
ー
ル
の
ハ
ウ
ス
で
土
耕
・
高
設
栽
培

の
両
方
法
で
イ
チ
ゴ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
来
年
５

月
に
卒
業
す
る
吉
原
み
さ
き
さ
ん
は
、
大
月
町
で
就

農
す
る
予
定
で
す
。「
手
厚
い
フ
ォ
ロ
ー
で
初
心
者

に
は
あ
り
が
た
い
場
所
。
ゆ
く
ゆ
く
は
イ
チ
ゴ
狩
り

な
ど
で
き
る
よ
う
観
光
農
園
を
作
り
た
い
」
と
展
望

を
語
り
ま
し
た
。

農業公社にテレビ取材
農業の振興と担い手の育成に尽力

大月支所 台風14号の暴風で被害のハウス
園芸部会で協力し修繕

意見交換をする青壮年部支部長の皆さん。

　

大
方
支
所
園
芸
部
会
は
９
月
14

日
、
黒
潮
町
の
神
社
で
令
和
５
園
芸

年
度
の
豊
作
を
願
い
祈
願
祭
を
執
り

行
い
ま
し
た
。
同
部
会
の
役
員
や
Ｊ

Ａ
職
員
な
ど
15
人
が
参
加
。
同
園
芸

部
会
で
は
毎
年
祈
願
祭
を
行
っ
て
お

り
20
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

大
方
選
果
場
に
出
荷
し
て
い
る
品
目

の
苗
や
種
な
ど
が
神
前
に
祀
ら
れ
、

同
園
芸
部
会
の
下
村
昌
幸
部
長
が
玉

串
奉
奠
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

同
園
芸
部
会
は
き
ゅ
う
り
部
会
、

茗
荷
部
会
、
施
設
柑
橘
部
会
な
ど
６

つ
の
部
会
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

豊作・安全を祈願する皆さん。

イチゴの苗を持って笑顔で同公社をＰＲ。修復作業をする部員の皆さん。

「実りの感謝祭」でとさのさとに出品
米ナス・しまんと農法米コシヒカリ

高知県家の光大会
記事活用体験発表で
最優秀賞受賞

　

令
和
４
年
度
高
知
県
家
の
光
大
会

が
９
月
９
日
、
高
知
市
春
野
文
化

ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内

Ｊ
Ａ
の
女
性
部
員
ら
約
２
５
０
人
が
参

加
。『
家
の
光
』
記
事
活
用
体
験
発

表
で
は
県
内
３
支
部
が
発
表
し
、
大

正
支
部
の
清
水
兄
子
部
長
が
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

体
験
発
表
で
は
、
各
支
部
が
写
真

や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
大
き
な
ス
ク
リ
ー

ン
で
紹
介
し
な
が
ら
10
分
間
の
持
ち

分
い
っ
ぱ
い
を
使
っ
て
取
り
組
み
を
紹

介
し
ま
し
た
。
清
水
部
長
は
「『
家
の

光
』
と
出
合
っ
て
現
在
未
来
へ
」
と
題

し
発
表
。
女
性
部
員
が
記
事
を
活
用

し
て
作
成
し
た
ハ
ン
ド
メ
ー
ド
作
品
を

支
所
な
ど
に
展
示
し
た
り
、『
家
の

光
』
掲
載
の
料
理
を
参
考
に
Ｊ
Ａ
グ

リ
ー
ン
四
万
十
店
で
販
売
し
て
い
る
お

弁
当
作
り
を
取
り
上
げ
る
な
ど
、
こ

れ
ま
で
の
女
性
部
の
活
躍
を
語
り
ま

し
た
。
清
水
部
長
は
「
責
務
を
果
た

す
一
心
で
発
表
し
ま
し
た
。
受
賞
に

は
驚
き
ま
し
た
が
、
ま
た
幡
多
地
区

の
女
性
部
員
の
活
動
を
広
く
紹
介
す

る
機
会
が
で
き
嬉
し
い
」
と
笑
顔
で

話
し
ま
し
た
。

　

清
水
部
長
は
来
年
２
月
に
開
か
れ

る
第
64
回
全
国
家
の
光
全
国
大
会
で

発
表
す
る
予
定
で
す
。

　
「
土
佐
の
豊
穣
祭
２
０
２
２
」
と
さ
の

さ
と
会
場
で
は
、
９
月
23
日
〜
11
月
27
日

ま
で
「
と
さ
の
さ
と
実
り
の
感
謝
祭
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
９
月
23
日
・
24
日
の

２
日
間
は
、
四
万
十
市
フ
ェ
ア
が
開
催
さ

れ
、
特
産
の
ぶ
し
ゅ
か
ん
・
米
ナ
ス
・
し

ま
ん
と
農
法
米
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
販
売
し

ま
し
た
。

　

米
ナ
ス
部
会
は
家
庭
で
気
軽
に
作
れ

る
レ
シ
ピ
が
載
っ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

渡
し
、
普
段
使
い
で
き
る
こ
と
を
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。
12
月
ま
で
「
道
の
駅
よ
っ

て
西
土
佐
」
や
直
販
所
に
て
販
売
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
が
一
人
ひ
と
り
川
を
汚
さ
な

い
よ
う
心
が
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

「
し
ま
ん
と
農
法
米
」
も
そ
の
一
つ
。
生

産
者
は
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
栽
培
し
、

消
費
者
も
一
部
が
寄
付
金
と
な
る
た
め

川
の
清
流
保
全
に
参
加
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
村
支
所
経
済
課
福
留
課
長
は
「
化
学

肥
料
や
農
薬
を
減
ら
し
濁
水
が
流
れ
な

い
よ
う
配
慮
し
た
農
法
で
こ
だ
わ
り
抜

い
た
お
米
。
艶
あ
り
粘
り
良
し
で
美
味
し

い
で
す
よ
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

「
し
ま
ん
と
農
法
米
」
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
ヒ

ノ
ヒ
カ
リ
は
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
四
万
十
店

や
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
高
知
の
通
販
サ
イ
ト

「
と
さ
ご
ろ
」
で
も
購
入
で
き
ま
す
。

幡多地区

表彰状を受け取る清水部長。

職員、生産者が商品をＰＲ販売しました。

中村支所・西土佐支所
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幡多農業振興センター　森本　（電話 0880－34－7070）

辛みのないシシトウ品種
（高育交15号及び16号）の紹介
　高知県のシシトウ生産量は国内１位で、高知県農業技術センターでは産地の維持・発展に向けてシシトウ
の品種改良に取り組んできました。この度、まったく辛みのないシシトウが開発されたのでご紹介します。

　シシトウの正式名は獅子唐辛子で、辛みのあるトウガラシの仲間ですが、トウガラシのように味は辛くありま
せん。しかし、辛みを生む遺伝子を持っているため、栽培中にストレスがかかると辛みがある果実（辛み果）
が発生することから、消費者が敬遠する原因にもなっています。

　そこで、辛み果が発生しないシシトウであれば、より多く消費者の手に取ってもらえるのではという視点から、
シシトウの品種開発が行われ、「高育交15号及び16号」という２つの非辛みシシトウの品種ができました。

　県内では、令和２年９月からハウスシシトウ（促成栽培：９月～翌年６月）で、令和３年４月から露地シシトウ
（夏秋栽培：４月～10月）で現地試験栽培に取り組み、現地適応性の確認を行っています。

　幡多農業振興センター管内では、四万十市（西土佐地区）、土佐清水市、大月町、三原村、宿毛市で
「高育交15号及び16号」を試験的に実証栽培しています。

　「高育交15号及び16号」は、既存品種より節間が長く、果実の肥大速度が速くて果形が細長いという特
徴があります。今回は系統名でご紹介しましたが、非辛みシシトウの「高育交15号及び16号」は品種登録の
申請を行っており、新しい名前が決まりましたら改めてご紹介します。

　機会があれば、是非食べてください。また、栽培にも取り組んでみませんか。

:植付け　　■:収穫

●冷涼な気候を好み、寒さにも強く育てやすいです。
●連作障害はほとんどないため、狭い畑での作付に好都合です。

栽培のポイント

作型
【栽培暦】

初心者（家庭菜園）向け

早生

貯　蔵５
●葉が半乾きになったら、５球づつ束ねてふりわけ、日
陰で風通しの良い軒下などに吊り貯蔵できます。貯蔵
の際には病気にかかった株などは除き、大きさを揃えま
しょう。つるす場所がない場合は、茎葉を切除して網
かごに入れ、風通しのよい日陰に置きます。

畑の準備1
●植え付けの20日以上前に石灰をまいて、15～20㎝の深さに
よく耕す。石や木切れなどは取り除く。

＜ベッド植えの場合＞
●１㎡当たり 過リン酸石灰
大さじ３杯、千代田化成
大さじ３杯よくならします。

＜条植えの場合＞
●鍬幅の溝を掘り、完熟堆肥を少しと、元肥（１㎡当たり過リ
ン酸石灰大さじ２、千代田化成大さじ２）を入れる。

＜条植えの場合＞
●畝の片側に軽く溝を切り、肥料を施し土を返します。
普通栽培では12月下旬と３月上旬の２回。

●全面的に完熟堆肥、肥料を15㎝の深さにすき込みます。植え
つけて２～３㎝土をか
け深植えをしないよう
に。苗を指先で挿し
込みます。

●根元を足で踏みつけましょう。タマネギは土がしまっている方が
よく育ちます。

元肥入れ・植え付け２

追　肥３

収　穫４
●球や茎が十分肥大し葉が７～８割倒れたら、天気のよ
い日を選び、引き抜きます。遅くまで植えつけたままだ
と病害が入り、貯蔵中の腐敗が多くなります。引き抜
いたら２～３日そのまま畑に並べ、乾燥させましょう。

「高育交16号」と既存品種
‘あおい’の果形

「高育交16号」の生育状況 定植後の「高育交15号」

中生

晩生

１月２月 ３月４月５月６月７月８月９月 10月 11月 12月

＜ベッド植えの場合＞
●肥料をばらまき、土と
　混ぜます。１㎡当たり
　千代田化成大さじ
　３杯。



幡多地区版

グ
リ
ー
ン
レ
モ
ン
が
大
好
き
で
何
に
で
も
搾
っ
て
使
っ

て
い
ま
す
。
使
い
だ
し
た
ら
他
の
物
で
は
代
用
が
き

き
ま
せ
ん
。
鈴
な
り
の
レ
モ
ン
を
見
て
い
た
ら
作
る

人
の
苦
労
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

眼
に
も
よ
い　

体
に
も
効
く　

レ
モ
ン
味

（
宿
毛
支
所
管
内
・
75
歳
）

５
〜
６
年
前
か
ら
ジ
ャ
ム
作
り
に
ハ
マ
っ
て
い
ま
す
。

ジ
ャ
ム
作
り
に
国
産
レ
モ
ン
を
使
う
よ
う
に
し
て
い

る
の
で
す
が
近
く
で
は
売
っ
て
お
ら
ず
「
Ｊ
Ａ
と
さ

の
さ
と
」
ま
で
買
い
に
行
き
ま
す
。
黒
潮
町
に
グ

リ
ー
ン
レ
モ
ン
が
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
た
の
で
す

が
・・・
今
回
の
特
集
を
見
て
大
方
の
方
へ
行
け
ば

買
え
る
の
か
な
ァ
〜
と
思
っ
て
い
ま
す
。
手
に
入
れ

ば
レ
モ
ン
ジ
ャ
ム
を
作
っ
て
み
た
い
で
す
。

（
十
和
支
所
管
内
・
63
歳
）

害
獣
対
策
を
集
落
ぐ
る
み
で
行
っ
て
い
る
の
を
見
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
大
変
な
問
題
に
な

る
と
思
い
拝
見
し
ま
し
た
。

（
中
村
支
所
管
内
・
72
歳
）

サ
ル
は
突
然
現
れ
て
未
熟
な
南
瓜
を
片
っ
端
か
ら

盗
っ
て
行
っ
て
し
ま
い
、
き
ゅ
う
り
や
ナ
ス
も
ち
ぎ
っ

て
畑
を
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。
木
か

ら
木
へ
移
動
す
る
の
で
銃
を
準
備
す
る
間
に
姿
が

見
え
な
く
な
っ
て
捕
獲
は
難
し
い
で
す
ネ
。
捕
獲

檻
の
成
果
は
い
か
が
で
し
た
か
。
地
域
住
民
皆
で

取
り
組
ん
で
い
る
と
の
事
。
そ
の
後
の
経
過
も
知

り
た
い
で
す
。

（
西
土
佐
支
所
管
内
・
65
歳
）

ナ
ス
と
カ
ボ
チ
ャ
の
南
蛮
漬
け
を
作
っ
て
頂
き
ま
し

た
。
大
変
美
味
で
し
た
。
次
回
が
楽
し
み
で
す
。

（
佐
賀
支
所
管
内
・
90
歳
）

ナ
ス
と
カ
ボ
チ
ャ
の
南
ば
ん
漬
け
チ
ョ
〜
お
い
し

か
っ
た
。
他
の
い
ろ
い
ろ
な
野
菜
も
や
っ
て
み
て
お

い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
佐
賀
支
所
管
内
・
66
歳
）

「
ナ
ス
と
カ
ボ
チ
ャ
の
南
蛮
漬
け
」
や
「
オ
ク
ラ
と

イ
カ
の
和
え
物
」
等
夏
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
お
い
し
い

お
か
ず
を
さ
っ
そ
く
作
っ
て
み
た
ら
、
お
い
し
い
！！

で
す
。

（
大
方
支
所
管
内
・
70
歳
）

グ
リ
ー
ン
レ
モ
ン
の
フ
ァ
ン
で
す
。
初
め
て
食
べ
た

時
の
何
こ
れ
感
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
レ
モ
ン
と
は

違
う
甘
す
っ
ぱ
さ
感
が
何
と
も
言
え
ま
せ
ん
。
日
本

一に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ネ
。

（
大
方
支
所
管
内
・
67
歳
）

▼
レ
モ
ン
ジ
ャ
ム
い
い
で
す
ね
！！ 

ジ
ャ
ム
に
し
て
お

酒
や
炭
酸
に
入
れ
る
の
も
お
い
し
そ
う
で
す
♪  

グ

リ
ー
ン
レ
モ
ン
は
、
道
の
駅
ビ
オ
ス
お
お
が
た
の
他
、

グ
リ
ー
ン
四
万
十
店
、
グ
リ
ー
ン
は
た
宿
毛
店
で
も

10
月
い
っ
ぱ
い
頃
ま
で
購
入
で
き
ま
す
。
来
シ
ー
ズ

ン
も
ぜ
ひ
お
買
い
求
め
下
さ
い
。

▼
サ
ル
は
金
網
柵
も
乗
り
越
え
る
の
で
本
当
に
や
っ

か
い
で
す
ね
。
私
も
以
前
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
収

穫
が
全
く
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

対
策
が
功
を
奏
し
、
被
害
が
減
る
事
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

▼
９
月
号
は
高
知
地
区
女
性
部
レ
シ
ピ
紹
介
で
し

た
。
南
蛮
漬
け
は
野
菜
だ
け
で
な
く
魚
や
肉
料
理

に
も
使
う
の
で
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
大
人
か
ら

小
さ
い
お
子
さ
ん
ま
で
大
人
気
の
南
蛮
漬
。
簡
単

に
作
る
こ
と
が
で
き
て
レ
パ
ー
ト
リ
ー
も
増
え
そ
う

で
す
ね
♪

新刊のお知らせ

「家の光」2023年１月号のお知らせ

●『はじめてのナチュラルドライフラワー』
　 吉本博美　著
　 定価：1,870円（税込）

　生花の美しい色合いと姿が長くキープできる、ナチュ
ラルドライフラワーの作り方。著者が自身の教室でのみ
教えてきた、乾燥方法や花の選び方、飾り方を丁寧に
解説。123品種の図鑑付きで好みの花が選びやすい。

●『今日からはじめる減塩ごはん』
　 小田真規子　著
　 定価：1,650円（税込）

　おいしいから無理なく続けられる減塩レシピ ！  少ない塩
分で満足度高く作るテクニックで、唐揚げなどの定番料
理も通常より塩分を３～５割カットできる。副菜や汁もの
を組み合わせた塩分２g以下の献立も紹介。

●『豆』
　 有元葉子　著
　 定価：1,870円（税込）

　豆好きである有元葉子さんが作り続けている豆料理。
大豆や黒豆など昔から食べられている豆のほか、枝豆な
どの生の豆も使用し、和食・洋食・中東料理と幅広く
紹介。乾燥豆の戻し方、ゆで方も写真入りで解説。

　１月号（922円税込）の別冊付録は「筆ペンでかく　プチイラスト＆ゆる文字」。
　手軽に毛先のタッチが楽しめて、かわいいと人気の「筆ペンイラスト」と「ゆる文字」。手
と頭をフル活用することで、健康効果も期待できます。なぞり描きができるページも。年賀状、
コースター、ブックカバーなどのほか、直売所のポップにもいかせます。12月配布なので年賀
状にも間に合います ！  お問い合わせは最寄りのJAか下記までご連絡ください。

JA高知県幡多地区企画組合員課　石﨑　0880－34－5555お問い合わせ


